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　私の職業は税理士事務所の他に行政書士事務所の経営も併設
して行っております。今日はそれに関係した中のお話しをさせて戴き
ます。当クラブの平均年齢６２.９６歳となっておりますが、そろそろ考
えてみる必要がある大事な内容でございます。
　昨年７月にスタートした法務局における自筆証書遺言書保管制度
についてでございます。遺言をするには民法に定める方式に従う必
要がありますが、大きくは普通方式と特別方式に分かれます。今日
は普通方式である自筆証書遺言、公正証書遺言、秘密証書遺言
の内の自筆証書遺言についてお話しします。
　自筆遺言証書とは、遺言者がその全文、日付及び氏名を自署し、
これに印を押して作成する遺言ですが、平成３０年民法改正で財
産目録などについては、自筆でなくパソコンや他人の筆記、または
法務局の全部事項証明書をそのまま目録として使用しても良いことと
なりました。ただし、自筆以外の方式で作成した場合は、遺言者が
全てのページに署名し、押印する必要があります。この改正民法の
施行日は２０１９年１月１３日からの適用となりました。自筆証書遺言
は煩雑な手続や費用が不要というメリットがありますが、反面、公正
証書遺言のような、公的な保管場所が無いため、遺言書を紛失し
たり、せっかく作成した遺言の存在を誰も知らないということがありま
した。そこで、自筆証書遺言を作成した者が、その原本を法務局
に保管してもらい、相続人や遺言執行者が、相続開始後に遺言
書の保管の有無等を確認できる制度が創設されました。この法律
が「法務局における遺言書の保管等に関する法律」として、２０２０
年７月１０日に施行されています。
・遺言書の保管申請時には民法で定める自筆証書遺言の形式に
適合するか遺言書保管官の外形的チェックがされますが、遺言書
の有効性を保証するものではありません。
・遺言書の原本は遺言者死亡後５０年間、画像データは１５０年間、
適正に管理されます。
・遺言書の紛失や相続人等の利害関係者による破棄、隠匿、改
ざん等が防げます。
・相続開始後、家庭裁判所における検認が不要です。
・相続開始後、相続人等は全国どこの法務局においても、データ
による遺言書の閲覧や、遺言書情報証明書の交付が受けられま
す。原本の閲覧は遺言書保管所のみとなります。
・相続人の内の一人が閲覧や証明書の交付を受けるとその他の相
続人全員に関係遺言書保管通知が届きます。遺言者があらかじめ
この通知を希望している場合はその通知対象とされた１名に限り、
死亡時通知がされます。
・遺言書の全文、作成日付及び遺言者氏名を、必ず遺言者が自
署し、押印します。
・財産目録は、自書でなくても、パソコンで作成したり、土地・建
物の登記事項証明書や通帳のコピー等の資料を添付する方法があ
りますが、その場合は全てのページに署名押印が必要です。
・遺言書は長期間保存しますので、ボールペンや万年筆などの消え
にくい筆記具を使用してください。
・通帳のコピーを財産目録として添付するときは、銀行名、支店名、

口座名義、口座番号等が分かるページをコピーしてください。
・遺言書の保管が開始された後、遺言者はいつでも保管の申請を
撤回することができます。
・関係相続人等は遺言者の死亡後でなければ、遺言書情報証明
書や遺言書保管事実証明書の交付請求とか遺言書の閲覧請求は
できません。
・最後に本制度の利用状況ですが、制度開始の令和２年７月の保
管申請件数は、全国で２,６０８件、令和３年１０月が１,６５５件で累計
２６,５９２件となっています。
　以上ですが、会員の皆様も是非お考えになっては如何でしょうか。

　

　
　
　１１月２７日（土）新会員の集いに会員の小野田さんと森泉さんの
３名で参加してまいりました。今回は米山研修旅行と新会員の集い
が合同でのバスツアーで各４０名総勢８０名の旅行でした。
　９時３０分に小田原駅に集合し、伊豆フルーツパークにて昼食、
みかん狩りをしたのち、米山梅吉翁の墓参、記念館見学、三島大
社で正式参拝、ご本殿にてご祈祷をして頂きました。
　夕飯にうなぎを頂きながら、米山生、学友生と懇談することができ、
米山奨学事業を肌で感じることができた有意義な一日でした。
　そして今回の旅行で大変嬉しい事がありました。私が２年前に入
会したときの奨学生朴さんが参加していて、２年ぶりの再会が出来た
事です。
　米山委員の方から
は、朴さんが学友会で
活躍しているとお聞き
し、カウンセラーの徳久
会員、そして皆様に報
告せねばと戻って参り
ました。参加させて頂き
ありがとうございました。

■活動報告 黒河内　彰子

■会長の時間 会長　一ノ瀬　裕

久保田　英男 様 （鎌倉RC）■本日のビジター
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■本日のスマイル  44,000円
■累　　　　 計  298,000円

■本日のスマイルBOX
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出　席 欠　席出　席（％）合　計 Zoomメイクアップ
前々回

第 2418 回 11月  30日

第 2416 回 11月    9日

□出席報告：出席委員会　 11月30日

1 2

5 3（ 4 5） 3 2 3 31 1 2

1 1－

－

－

　10月26日（修正） 完全欠席=青木、小川、澁谷(直)、嶋津、鈴木(雅)、中山(智)、中山(義)、長瀬、松井、松山、溝渕、柳谷

会報委員長  藤原　　担当委員  　中山（義）　松井　米田　長瀬　足立　鈴木（晴）　嶋津　小林　青木　奥橋　黒河内　須坂　　　　　
　

徳久　京子 君、市川　孝之 君、中村　好孝 君、
須坂　知恵 君、小野田　勝宏 君、小林　大二郎 君、
雫田　直輝 君、奥橋　園子 君
★久保田PG、ようこそお越しくださいました。お話楽しみにしておりま
　す。昨日、約１年ぶりの炉辺会で当たりを二本も引いたので賞金を
　スマイルします。
宮崎　雄一郎 君
★久保田PG、ようこそおいで下さいました。今日のお話を楽しみにして
　います。
長瀬　徹 君
★結婚記念のお花、ありがとうございました。ケーキを買いに走り、事な
　きを得ました。感謝申し上げます。
青木　亜也 君
★夫の誕生祝いをありがとうございました。
大谷　新一郎 君
★①急な卓話のお願いを「喜んで」というご快諾頂き、ありがとうござ
　いました。卓話、楽しみにしております。
　②中村辰雄さん、色 と々ありがとうございます。
足立　旬一 君、中島　信義 君
★久保田パストガバナー様、卓話を清聴させていただきます。１１月２９日
　炉辺第４グループ、黒河内サブリーダーお世話になりました。
栗林　一郎 君
★中村辰雄さん、「雄川の滝」をはじめとした素晴らしい写真をありが
　とうございました。女房も感心して拝見していました。名文も！

久保田　英男 様（鎌倉RCパストガバナー）
★本日はお世話になります。南クラブの皆様には日頃より楽しくお付
　き合いさせていただき感謝しています。本日は相模原南 RC 酒席
　準会員としてご一緒させて下さい。
一ノ瀬　裕 君
★久保田パストガバナー、本日はご来場いただきまして誠にありがとう
　ございます。卓話をご快諾頂き、感謝申し上げます。
鈴木　昌彦 君
★久保田パストガバナー、卓話をよろしくお願いします。コロナ禍での異
　例のお話をお聞きしたいです。大谷PGにも、いつもとの違いを少し
　だけ伺いたいです。楽しみにしています。
鈴木　晴澄 君
★昨夜は第４グループの炉辺、大変お世話になりました。二次会にお
　いては会長エレクトの徳久さんがカラオケで２回のパーフェクトを出
　し、炉辺会の目的である親睦が出来たと思います。
黒河内　三郎 君
★PG久保田英男様、遠いところおいでいただきありがとうございます。
　地区大会の御解説よろしくお願いいたします。
黒河内　彰子 君
★新会員の集いに参加し米山学友生の朴さんと再会でき、大変嬉し
　かったです。
栗林　一郎 君、江田　昌弘 君、黒河内　彰子 君、
青木　亜也 君、杉﨑　信一 君
★久保田PG、ようこそいらっしゃいました。本日の卓話を楽しみにして
　おります。

【横のページ 】
●４～５ページ
　RI会長のメッセージ
　ロータリー財団月間である11月の今こそ、奉仕の重要性、支援の
有難さに思いを巡らせてみよう。そして、財団の全てのクラブが関
心を寄せて欲しいと語られています。
●８～１４ページ
　インドでポリオワクチン投与活動の経験のある4人の方々が、ロー
タリーの取り組むポリオ根絶の意義について対談されます。今年
度、田島ガバナーが「根絶まであと一歩」という熱い思いで取り組
んでいらっしゃいますのでご一読ください。
●１８～２９ページ
　２０２０年、国際大会が開催されるアメリカ第４の大都市ヒュースト
ンが紹介されています。スペースシャトルやテキサススタイルのBBQ
などで知られていますが、アメリカでも人種や民族の多様性がトップ
クラスに高い街として進化しているそうです。食文化など魅力的な
都市が記載されています。

担当 ：黒河内　彰子ロータリーの友11月号紹介

●３０～３１ページ
　今月号から米山奨学生、米山学友の近況、故郷、暮らしを紹介
するシリーズが再開しました。今月は、タイのカムピラー・アイラダーさん
の紹介です。帰国後もロータリーで学んだ「入りて学び、出でて奉
仕せよ」という言葉は「恩返しの気持ちも表していると思う。世界中
どこにいても奉仕をしよう、みんなの人生を豊かにする為に頑張ろ
うと私は思います。」という記載に米山奨学事業の意義を感じまし
た。
【縦のページ 】
●4～８ページ
　デジタル技術について、東京工業大学栄誉教授、末松安晴氏
の記事が載っています。その中で、インターネットを使っている身近
な機器であるスマートフォン。インターネットを使う携帯電話という発
想は、実は日本でNTTが１９９９年にIモード携帯電話として売り出
したのが世界で最初の事なのです。「スマホは、日本初の技術」と
いう事を覚えておいて下さいと、お話されています。

　今後の予定をお伝えします。Zoom は併用せず、対面のみの開
催とさせていただきます。
　理事会を１２月１４日に予定しましたが、１２月７日に変更いたします。
１２月７日は年次総会を開催いたします。
　１２月２１日のクリスマス例会が今年最後の例会となります。ご出席
をよろしくお願いいたします

【今後の例会予定】
12月  7日　11:30 ～理事会⑤　慶祝、年次総会
12月14日　卓話
12月21日　クリスマス例会
12月28日　休会
 1月  4 日　休会
 1月11日　11:30 ～理事会⑥　慶祝
 1月11日　11:30 ～理事会⑥　慶祝

■幹事報告 幹事　鈴木　昌彦
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